
 

 

研修会                                      

安全登山研修会（無雪期山岳レスキュー） 
 場 所 呉羽青少年自然の家 期 日 令和 7年 5月 18日（日） 

  天 候 晴れ 

  参加者 18名（男性 9名・女性 9名） 

     

8:40 1階ロビーにて受付終了後、速やかに 2階集会室へ 

 

8:50～12:10  

8:50～9:00会長挨拶 

配布資料の確認と本日の日程説明（担当） 

A)9:00-10:40 山岳看護師 中田裕子氏 岩越理代氏 

・ファーストエイド 机上/実習 

B）10:35-12:10 呉羽消防署 馬場救急救命士 タカナミさん、クボタさん 

・AEDの使い方 

・胸部圧迫 

・受講証授与 

 

12:10～12:40 昼食休憩（食堂） 

 

12:45～14:15 

  C)・搬送術 机上/室内実習 

・引継シート説明 

D) 14:20-15:20 担当 

 ・ビバーク術 机上/屋外実習（天気によっては屋内） 

15:30-15:40 閉講挨拶（運営委員長） 

15:40-16:00 後片付け（全員）、解散 
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A) ファーストエイド 

 

 

①高山病                ②熱中症 

主な症状                主な症状 
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研修報告 

熱失神：脱水や末梢血管の拡張により脳に行く血流の 

低下した虚血状態となる 

熱痙攣：体内の電解質のバランスが崩れる 

    こむら返り、筋肉の痙攣 

熱疲労：体温は40℃以下 頭痛 吐き気 

熱射病：体温は40℃以上 全身けいれん 意識障害 

突然、熱射病を発症する事もあり得るので注意が必要 

生命に関わる重篤な状態かどうか鑑別が重要。

 

突然、熱射病を発症する事もある得るので注意が

必要 

生命に関わる重要な状態かどうか鑑別が重要。 

 

  

鼻から吸って口すぼめてふーと吐き出す

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B）胸部圧迫  

《一般市民向》応急手当 WEB講習－政府広報オンライン 

                   救急救命法の動画 

・富山市は救急車が到着するまで平均 9分かかる 

・第一発見から 3分以内に救命を開始⇒蘇生率が上がる 

・人工呼吸はためらう場合は胸骨圧迫を続ける 

・救急車の依頼に迷ったら＃7119へ TEL 

      読取ください 

 

C）安全確保・搬送術  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツエルトや雨具を利用する   ザック 2～3個を腰ベルトと肩ベルト連結 

参照ください 



 

 

D) ビバーク術：屋外（呉羽青少年自然の家前庭にて） 

① 天候の観察と判断 

・雨や雪、風の強さが急速に増して来たら、早めに行動を中止し、安全な場所を 

確保します。 

・雷の可能性がある場合は、稜線や開けた場所を避け、低地に向かいましょう。 

② 安全な場所を探す 

・風や雨を妨げる岩陰、木々が密集したエリア、窪地などを選びます。 

・土砂崩れの可能性がある斜面や、増水しやすい川辺は避けること。 

・悪天候時でもカロリー消費は激しいため、直ぐに食べられる行動食を摂取し 

ます。 

・温かい飲み物があれば体温低下を防げますが、なければ冷たい水でも少量ずつ 

摂取し、脱水症状を防ぎます。 

③ 装備の確認 

・防寒着やレインウエアを着用して体温低下を防ぎます。 

・グローブや帽子などで末端の冷えを抑えることも重要です。 

 

《編集後記》 

見て、触れて、やってみて、ようやく初心者入門編に立つ。身に付くには繰り返し 

繰り返しです。 

更に、検証が繰り返され、年々最新の方法がアップデートされています。 

1日は長い研修です。が 午前・午後のいずれか参加もありです。  

                       （No.726 S・Y） 
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